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１． 研究計画の概要 
本研究では，実験的アプローチとフィール

ド実測を併用して，湿潤熱帯域における土壌
有機物動態を記述する新たなモデル構築を
目指す。その際，特に以下の２点を考慮する。 
(1) モデルの検証可能性を保証するために，

従来成功してきた一般的なアプローチ―
―土壌有機物を分解（あるいは他の画分へ
の移行）速度定数の異なる複数の仮想画分
に分画し，その各画分の線形的な増減を連
続的に記述する――に代えて，有機物分解
を規定する微生物活性を環境要因の関数
として表現した上で，実測可能ないくつか
の有機物画分（例えば軽・重比重画分のよ
うな物理分画を利用する）の増減を記述す
るようなモデルを構築する。 

(2) 定常的な有機物動態を攪乱・変容させる
ストレス要因の寄与を定量的に評価する。
具体的には，酸性要因，乾湿変動要因，時
間的・空間的資源変動要因，土壌コロイド
吸着要因，植物介入要因（これらについて
は後の詳述）が土壌有機物動態に及ぼす影
響を評価する。 

 さらにモデルを構築した上で，土壌有機物
減耗を最小とするような土地利用戦略を検
討する。 
 
２．研究の進捗状況 
これまでの研究の結果，以下のような成果

が得られた。 
(1) 生態系で現実的なレベルの基質に対す

る土壌微生物の応答，およびこれが酸性
ストレスにどのような影響を受けるか
について，異なる土壌を用いて検討した
結果，理論的には段階的基質利用コンセ
プ ト を ， ま た 解 析 手 法 と し て

Michaelis-Menten 式を用いることによ
って，土壌微生物呼吸を定量的に解析す
る手法を確立した。 

(2) 14C 標識セルロース・トレーサー法を用い
て様々な土壌における有機物分解速度
と蓄積割合を定量的に評価した結果，酸
性土壌(pH<4.5)ではセルロース可溶化
速度，無機化速度がともに小さい傾向に
あった。またセルロ－ス可溶化速度はグ
ルコースの潜在無機化速度に対して極
めて低かったことから，セルロースの無
機化は可溶化速度が律速となっている
ことが明らかとなった。 

(3) タンザニアとタイの土性が異なる３圃
場において，急激な乾湿変動が短期的な
土壌微生物動態に与える影響を，人工降
雨実験によって解析した結果，粘土質土
壌では土壌水分の増加に伴い微生物の
呼吸活性のみが増大したのに対し，砂質
土壌では呼吸活性の増大に加え，土壌微
生物の顕著な増殖およびその後の急激
な乾燥に伴う死滅が観測された。砂質土
壌における，微生物による急速な有機物
資源の消費過程が明らかとなった。 

(4) 熱帯畑作地においては，土壌有機物・微
生物動態を制御することによって，土壌
－土壌微生物－作物の三者間での窒素
動態を管理し，作物による窒素利用を改
善しうる可能性を見いだした。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 研究の進捗状況の項で述べたよ

うに，本研究で主課題としているストレス要
因に対する微生物の応答に関しては，実験的
アプローチおよびフィールド実測のいずれ
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においても，有用な知見が得られている。研
究３年目を終了した段階では，おおむね順調
に進展していると評価できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後はこれらの成果に基づき，現在湿潤地

におけるストレス要因を考慮した土壌有機
物動態モデルの構築を目指すとともに，これ
を熱帯農業の圃場管理に利用する方途を検
討する。またこれまで研究を進めてくる中で，
土壌有機物動態に関する知識の集積が，個別
の研究グループあるいは専門書の中でのみ
アクセス可能なこと，市民や他分野の研究者
が容易に全貌を理解しがたいこと，などの問
題点が強く意識されるようになった。今後は，
このような研究の進展と一般的な理解のギ
ャップを埋めるための包括的情報発信ツー
ルの開発も強く意識したい。 
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